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【手続補正書】
【提出日】平成28年4月8日(2016.4.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＴＬＲ３発現細胞におけるＴＬＲ３媒介シグナル伝達を阻害するモノクローナル抗体で
あって、前記抗体が、前記ＴＬＲ３ポリペプチドのＮ末端部分のグリカンフリー外側面に
結合し、前記抗体が、前記抗体と配列番号１の野生型ＴＬＲ３ポリペプチド同士の結合に
比して、配列番号１の前記ＴＬＲ３ポリペプチドの残基６４、６５、８６、８９、１１２
、１１３、１１５、１１７、１２０、１３７及び／又は１３９に突然変異を有する突然変
異体ＴＬＲ３ポリペプチドとの低減した結合を有する、モノクローナル抗体。
【請求項２】
　前記抗体が、前記抗体と配列番号１の野生型ＴＬＲ３ポリペプチド同士の結合に比して
、配列番号１のＴＬＲ３ポリペプチドの残基１１７及び１２０に突然変異を有するＴＬＲ
３ポリペプチドに対し低減した結合を有する、請求項１に記載の抗体。
【請求項３】
　前記抗体が、前記抗体と配列番号１の野生型ＴＬＲ３ポリペプチド同士の結合に比して
、配列番号１のＴＬＲ３ポリペプチドの残基１１２、１１３及び１１５に突然変異を有す
るＴＬＲ３ポリペプチドに対し低減した結合を有する、請求項２に記載の抗体。
【請求項４】
　前記抗体が、前記抗体と配列番号１の野生型ＴＬＲ３ポリペプチド同士の結合に比して
、配列番号１のＴＬＲ３ポリペプチドの残基６４及び６５に突然変異を有するＴＬＲ３ポ
リペプチドに対し低減した結合を有する、請求項１に記載の抗体。
【請求項５】
　前記抗体が、ヒトＴＬＲ３ポリペプチドの前記Ｎ末端部分との結合について、ｄｓＲＮ
Ａと競合する、請求項４に記載の抗体。
【請求項６】
　前記抗体が、前記ＴＬＲ３ポリペプチドの前記Ｎ末端部分の前記グリカンフリー外側面
と結合しない、請求項１～５のいずれか１項に記載の抗体。
【請求項７】
　前記抗体が、前記抗体と配列番号１の野生型ＴＬＲ３ポリペプチド同士の結合に比して
、配列番号１の前記ＴＬＲ３ポリペプチドの残基Ｄ１１６及び／又はＫ１４５に突然変異
を有するＴＬＲ３ポリペプチドとの結合に有意な低減がない、請求項１～６のいずれか１
項に記載の抗体。
【請求項８】
　ヒトＴＬＲ３ポリペプチドによるシグナル伝達を阻害するモノクローナル抗体であって
、前記抗体が、以下：
（ｉ）配列番号３の重鎖可変領域のＣＤＲ１、２及び３アミノ酸配列を含む重鎖；及び／
又は（ｂ）配列番号４の軽鎖可変領域のＣＤＲ１、２及び３アミノ酸配列を含む軽鎖；
（ｉｉ）配列番号１４の重鎖可変領域のＣＤＲ１、２及び３アミノ酸配列を含む重鎖；及
び／又は（ｂ）配列番号１５の軽鎖可変領域のＣＤＲ１、２及び３アミノ酸配列を含む軽
鎖；
（ｉｉｉ）配列番号２５の重鎖可変領域のＣＤＲ１、２及び３アミノ酸配列を含む重鎖；
及び／又は（ｂ）配列番号２６の軽鎖可変領域のＣＤＲ１、２及び３アミノ酸配列を含む
軽鎖；
（ｉｖ）配列番号３６の重鎖可変領域のＣＤＲ１、２及び３アミノ酸配列を含む重鎖；及
び／又は（ｂ）配列番号３７の軽鎖可変領域のＣＤＲ１、２及び３アミノ酸配列を含む軽
鎖；又は
（ｖ）配列番号４７の重鎖可変領域のＣＤＲ１、２及び３アミノ酸配列を含む重鎖；及び
／又は（ｂ）配列番号４８の軽鎖可変領域のＣＤＲ１、２及び３アミノ酸配列を含む軽鎖
を含むモノクローナル抗体。



(3) JP 2015-519355 A5 2016.6.2

【請求項９】
　前記抗体が、抗体１１Ｅ１、３１Ｆ６、３２Ｃ４、３７Ｂ７又は７Ｇ１１と、ヒトＴＬ
Ｒ３ポリペプチドとの結合について競合する、請求項１～８のいずれか１項に記載の抗体
。
【請求項１０】
　前記抗体が、ＴＬＲ３発現細胞によってインターナライズすることができる、請求項１
～９のいずれか１項に記載の抗体。
【請求項１１】
　前記抗体が、有毒部分と結合又は共有結合している、請求項１～１０のいずれか１項に
記載の抗体。
【請求項１２】
　炎症性又は自己免疫障害の治療に用いるための、請求項１～１１のいずれか１項に記載
の抗体。
【請求項１３】
　請求項１～１２のいずれか１項に記載の抗体と、薬学的に許容される担体とを含む医薬
組成物。
【請求項１４】
　前記抗体が、２５ｍｇ～５００ｍｇの量で存在する、請求項１３に記載の組成物。
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